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１．概要（Summary） 

燃料電池自動車やエネファームなど水素ガスによるクリ

ーエネルギーの運用が開始され、今後の普及に向けた安

全性の確保が重要である。そこで、水素ガスの漏洩を早

期発見するための水素センサを開発している。本センサ

は水晶振動子に白金触媒を組み合わせた独自の方式を

採用しており、センサの高性能化に向けてセンサチップの

加工を行なっている。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スピンコーター、両面マスクアライナー、ドラフト設備、

レーザマイクロスコープ、ダイシングソー 

【実験方法】 

センサの寸法と特性の関連性を調査するために、大き

さの異なる複数のセンサを設計し、フォトマスクを作製した。

フォトリソグラフィにより水晶ウェハ上にパターニングした後、

薄膜およびウェハのウェットエッチングによりセンサを試作

した。その後、大学内にて感度や消費電力について特性

評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

本センサはヒータで所定温度まで加熱して使用する。

図 1 は、そのヒータの消費電力とセンサの面積の関係を

示した図である。グラフより、センサの小型化により消費電

力を低減できることが確認された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構 (NEDO) の委託業務の結果得られた

ものである。 

 

Fig. 1. Size dependence of energy consumption of 

heater on the sensor. 
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